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１２月定例会のあらまし

ごあいさつ

山田町議会議長　昆　　　暉　雄

　明けましておめでとうございます。

　町民の皆さま方におかれましては、すがすがしく新春をお迎えの

ことと心からお喜び申し上げます。

　また、昨年中皆さまから賜りました議会への温かいご理解とご協

力に対し、厚くお礼を申し上げます。　

　さて、わが国の昨年の経済動向をみますと、原油・原材料価格

の高騰などにより足踏み状態となり、その後のアメリカ発の世界的

な金融不安の深刻化や世界経済の減速に悪影響を受け、企業

の大幅な人員削減など、たいへん厳しい状況が続いております。

　政府は、昨年１月の月例経済報告で「景気は一部に弱さが

みられるものの回復している」と発表しましたが、１２月には「悪化し

ている」と、どんどん下方修正いたしました。

　県内でもこの影響は強く現れ、世界経済の低迷により製品の需

要が激しく落ち込み、外需依存型の製造業が大きなダメージを

受けております。製造業の減産は生産ラインの停止や余剰人員と

して非正規社員が大幅に削減され、特に県中央部で著しい傾向

が見られます。このような状況は宮古地区も例外でなく、山田町も

緊急雇用対策本部を設置して対応しております。

　本町では、昨年７月６日に町長選挙が執行され、沼崎町長

が３選を果たされました。本年は第８次総合発展計画が前期５

年のうちの４年目を迎え、本格的な住民協働の推進など、実施

計画に基づく事業が展開されます。　

　新年を迎え厳しい経済状況の中ではありますが、町執行部の

皆さまとお互い知恵を出し合い、町民の皆さまのご理解とご協力を

いただきながら、町民福祉の向上を図るべくその使命を果たしてま

いる所存であります。

　何とぞ、本年も一層のご支援とご協力を賜りますよう、心からお

願い申し上げる次第であります。

　新春に当たり、町民の皆さま方のご多幸と山田町のますますの

発展を祈念いたしまして、新年のごあいさつといたします。

　
　
月
定
例
会
は
、
　

月
９
日
か
ら
　
日

１２

１２

１１

ま
で
３
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

一
般
質
問
（
４
㌻
～
９
㌻
に
掲
載
）
に
は

６
人
が
登
壇
し
、
教
育
行
政
や
観
光
行
政

な
ど
幅
広
く
町
政
に
つ
い
て
質
問
。
町
か

ら
は
、
山
田
町
乳
幼
児
、
妊
産
婦
及
び
重

度
心
身
障
害
者
医
療
費
給
付
条
例
の
一
部

改
正
に
関
す
る
議
案
や
補
正
予
算
な
ど
、

議
案
　
件
が
提
案
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、

１１

原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
最
終
日

に
は
、
採
択
さ
れ
た
請
願
に
伴
う
議
員
発

議
の
意
見
書
を
可
決
し
、
閉
会
し
ま
し
た
。

子
ど
も
を
産
み
育
て
る
環
境
の
さ
ら
な
る
充
実
目
指
す

平
成
 　
 年
 ４
 月
 １
 日
 か
ら

２１
乳
幼
児
・
妊
産
婦
医
療
費
給
付
の
所
得
制
限
廃
止
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　条　例　関　係
■山田町乳幼児、妊産婦及び重度心身障害者医療費給付条例の一部を
改正する条例
　少子化に対処して子どもを産み育てる環境のさらなる充実を図る
ため、関係条例の整備を行いました。

■山田町国民健康保険条例の一部を改正する条例
　健康保険法施行令等の一部を改正する政令が平成２１年１月１日に
施行されることになったため、関係条例の整備を行いました。
■山田町道路占用料徴収条例の一部を改正する条例
　道路法施行令の一部が平成２０年４月１日に改正されたことに伴い、
この基準を参考に関係条例の整備を行いました。
■一般社団法人及び一般財団法人に関する法律及び公益社団法人及び
公益財団法人の認定等に関する法律の施行に伴う関係法律の整備等
に関する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例
　地方自治法等の改正が行われたことに伴い、「山田町認可地縁団体
印鑑条例」および「山田町墓地等の経営の許可に関する条例」の整
備を行いました。

　予　算　関　係
■一般会計補正予算（第４号）
　７,５７２万円を追加。総額６７億６,１８３万円。　
■介護保険特別会計（事業勘定）補正予算（第２号）
　４５０万円を追加。総額１３億７,８７３万円。　
■水道事業会計補正予算（第１号）
　７６８万円を追加。総額２億８,０９４万円。

　その他一般議案
■岩手県後期高齢者医療広域連合規約の一部変更の協議に関し議決を
求めることについて
　県後期高齢者医療広域連合の議員の定数を２０人から３５人に改め、
各市町村から１人選出できるよう関係条例の整備を行いました。
■岩手県沿岸知的障害児施設組合規約の一部変更の協議に関し議決を
求めることについて
　関係市町村間の利用児童数の変動に伴い、分担金の分賦割合の変
更を行いました。
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一
般
会
計
に
7
5
7
2
万
円
を
追
加加加加加加加加加加加加加加加加加

福
祉
灯
油
購
入
助
成
事
業
を
実
施

　
一
般
会
計
に
７
５
７
２
万
円

を
追
加
す
る
な
ど
　
年
度
の
補

２０

正
予
算
３
件
が
提
案
さ
れ
、
審

議
の
結
果
、
す
べ
て
原
案
の
と

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
一
般
会
計
の
補
正
は
、

国
お
よ
び
県
支
出
金
な
ど
の
内

示
や
事
業
精
査
に
よ
る
事
業
費

の
増
減
や
福
祉
灯
油
購
入
費
助

成
金
の
増
な
ど
が
骨
子
で
、
主

な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
社
会
福
祉
総
務
費
（
福
祉
灯

油
購
入
助
成
金
な
ど
）

　
　
　
　
　
　
１
８
１
５
万
円

▽
障
害
者
福
祉
費
（
障
害
者
自

立
支
援
給
付
費
な
ど
）

　
　
　
　
　
　
４
５
０
３
万
円

▽
道
路
維
持
費
（
町
道
維
持
補

修
費
）
  

１
２
９
８
万
円

　人事案件・選挙

■教育委員の任命につき同意を求めることにつ
いて
　平成２０年１２月１３日に任期満了となる教育委
員に上澤富士夫さん（大沢・５５・再）を任命
することに同意しました。

■人権擁護委員候補者の推せんに関し意見を求
めることについて
　平成２１年３月３１日に任期満了となる人権擁
護委員の吉田徳右エ門さん（船越・７１・再）
を推薦しました。

上
澤
富
士
夫
さ
ん

　議　員　発　議
■介護保険制度の改善を求める意見書
　誰もが必要な介護サービスを利用できる社会の実現とそれを支え
る介護職員がいきいきと働き続けられる環境を整備するよう求める
ものです。

■山田町選挙管理委員会委員及び補充員の選挙について
　議会は、平成２０年１２月１８日に任期満了となる町選挙管理委員会委
員と補充員のそれぞれ４人を選挙し原案のとおり決定しました。
　◆選挙管理委員会委員（再は再任、新は新任）
　　試和合恊一（船越・７１・再）　試勝山君雄（豊間根・６９・再）
　　試木村幸喜（織笠・５７・新）　試鈴木恊子（山田・６４・新）

和合恊一さん

吉
田
徳
右
エ
門
さ
ん

乳
幼
児
と
妊
娠
５
カ
月
か
ら
出

産
す
る
ま
で
の
妊
産
婦
が
病
院

で
受
診
し
た
際
の
医
療
費
で
す
。

　
本
町
で
も
急
速
に
少
子
高
齢

化
が
進
み
、
出
生
数
で
み
る
と

平
成
　
年
度
に
は
１
８
１
人
で

１４

あ
っ
た
も
の
が
　
年
度
に
は
１

１９

２
８
人
ま
で
減
少
し
、
深
刻
な

事
態
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
町
で
は
人

口
減
少
と
少
子
高
齢
社
会
に
対

応
し
、
子
ど
も
を
生
み
育
て
る

環
境
の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
る

た
め
、
医
療
費
給
付
制
度
を
見

直
し
し
た
も
の
で
す
。

　「
山
田
町
乳
幼
児
、
妊
産
婦

及
び
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費

給
付
条
例
」
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
が
提
案
さ
れ
、
審
議
の

結
果
、
原
案
の
と
お
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
改
正
に
よ
り
、
乳
幼

児
と
妊
産
婦
の
医
療
費
給
付
に

つ
い
て
は
、
受
給
資
格
に
定
め

ら
れ
て
い
た
所
得
制
限
が
廃
止

さ
れ
、
４
月
１
日
か
ら
町
民
の

皆
さ
ん
が
等
し
く
給
付
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
給
付
の
対
象
と
な
る
の
は
、

こ
れ
ま
で
ど
お
り
６
歳
以
下
の

　◆補充員（数字は、補充の順序）
　　①齊藤　茂（船越・５７・再）　②木村清美（豊間根・５１・再）
　　③貫洞寛喜（境田・５４・新）　④大川貞子（大沢・６５・新）

勝山君雄さん 木村幸喜さん 鈴木恊子さん

議議決決議議案案ダダイイジジェェスストト議決議案ダイジェス議 決 議 案 ダ イ ジ ェ ストト
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木下志き子議員

教育行政

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
学
校
教
育
向
上
に
全
力

教
育
の
中
で
特
に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
分
野
は

質
問
　
岩
船
新
教
育
長
は
、
本

町
の
教
育
を
よ
り
良
く
す
る
た

め
に
、
現
時
点
で
特
に
力
を
入

れ
て
い
き
た
い
と
思
う
分
野
は

何
か
。

岩
船
教
育
長
　
本
町
の
幼
児
お

よ
び
学
校
教
育
、
地
域
社
会
に

お
け
る
芸
術
・
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
な
ど
、
町
民
の
生
涯
に
わ
た

る
学
習
環
境
は
、
年
々
整
備
さ

れ
て
い
る
と
と
ら
え
て
い
る
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
教
育
長
と

し
て
、
教
育
行
政
す
べ
て
の
分

野
で
さ
ら
な
る
充
実
を
目
指
す

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
特
に
も
次

代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
学
校

教
育
の
向
上
に
力
を
入
れ
て
い

き
た
い
。

　
具
体
的
に
は
、
学
校
長
を
通

し
て
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
社

会
と
連
携
し
な
が
ら
、
子
ど
も

た
ち
の
「
早
寝
・
早
起
き
・
朝

ご
は
ん
」
の
励
行
に
取
り
組
み

た
い
。

　
ま
た
、
授
業
力
・
指
導
力
の

向
上
を
図
り
、
よ
り
一
層
、
一

人
一
人
の
子
ど
も
に
気
配
り
で

き
る
教
職
員
を
育
て
て
い
き
た

い
。
こ
う
い
っ
た
こ
と
が
、
子

ど
も
の
確
か
な
成
長
に
つ
な
が

る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

質
問
　
学
校
給
食
に
つ
い
て
ア

ン
ケ
ー
ト
を
と
っ
た
結
果
は
。

岩
船
教
育
長
　
調
査
対
象
は
、

給
食
を
実
施
し
て
い
る
大
浦
小

学
校
と
中
学
校
３
年
生
を
除
い

て
実
施
し
た
。
対
象
１
６
２
９

人
の
う
ち
、
回
答
は
１
３
８
７

人
（
　
％
）
で
、
未
回
答
が
２

８５

４
２
人
だ
っ
た
。
設
問
の
「
弁

当
配
達
方
式
に
よ
る
給
食
の
利

用
」
に
つ
い
て
は
、
回
答
１
３

８
７
人
中
「
利
用
し
た
い
」
と

答
え
た
の
は
８
２
８
人（
　
％
）

６０

で
、「
利
用
し
な
い
」
と
答
え
た

の
は
４
３
７
人
（
　
％
）
、「
そ

３２

の
他
」
１
２
２
人
（
８
％
）
と

い
う
結
果
で
あ
っ
た
。

質
問
　
教
育
委
員
会
で
は
、
ラ

ン
チ
ボ
ッ
ク
ス
制
度
に
つ
い
て

地
区
懇
談
会
を
行
っ
た
か
。

　
ま
た
、
実
施
に
向
け
た
業
者

選
定
や
実
施
予
定
期
日
は
。

菊
地
教
育
次
長
　
地
区
懇
談
会

は
特
に
実
施
し
て
い
な
い
。

　
ラ
ン
チ
ボ
ッ
ク
ス
制
度
を
実

施
す
る
際
の
業
者
選
定
に
つ
い

て
は
、
基
本
的
に
は
地
元
業
者

に
お
願
い
で
き
れ
ば
と
思
っ
て

い
る
。
実
施
予
定
期
日
に
つ
い

て
は
、
早
く
て
も
　
年
度
の
２

２１

学
期
以
降
と
な
る
。

先生の言葉に耳を傾け真剣な表情で授業
に取り組んでいる轟木小学校の児童

議員６人が一般質問

町の考えを聞町の考えを聞くく
一般
質問
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月
１
日
現
在
、
設
置
率
は

・
８
％

１２

１５

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
状
況

安全対策

佐藤忠暉議員

救
命
救
急 町村会で議論を深めたい

ドクターヘリ導入の検討

町の考えを聞く

質
問
　
県
は
、
昨
年
度
「
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
」
導
入
の
可
能
性
を

調
査
す
る
た
め
、
県
の
防
災
ヘ

リ
「
ひ
め
か
み
」
を
使
い
、
盛

岡
～
宮
古
間
で
試
験
飛
行
を

行
っ
た
。
宮
古
か
ら
盛
岡
の
県

高
度
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
ま
で

約
　
分
で
患
者
を
搬
送
し
た
よ

４０
う
だ
が
、
救
急
車
で
の
搬
送
時

間
約
２
時
間
を
大
幅
に
短
縮
で

き
る
こ
と
で
、
救
命
率
向
上
に

つ
な
が
る
こ
と
が
確
認
で
き
た

よ
う
だ
。
今
後
、
県
お
よ
び
町

は
、「
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
」
導
入
に

ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

沼
崎
町
長
　
医
療
器
材
が
搭
載

さ
れ
た
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
、
医

師
や
看
護
師
な
ど
が
搭
乗
し
救

急
現
場
へ
向
か
い
、
患
者
に
救

命
医
療
を
行
い
な
が
ら
救
急
医

療
機
関
に
搬
送
す
る
た
め
、
搬

送
時
間
の
短
縮
だ
け
で
は
な
く
、

救
命
率
の
向
上
や
後
遺
症
の
軽

減
に
大
き
な
成
果
を
上
げ
て
い

る
。
県
は
、
県
高
度
救
命
救
急

セ
ン
タ
ー
周
辺
で
の
専
用
ヘ
リ

ポ
ー
ト
の
確
保
や
慢
性
的
な
医

師
不
足
の
中
、
常
駐
ス
タ
ッ
フ

の
確
保
が
課
題
で
あ
る
と
の
こ

と
だ
が
、
導
入
の
可
能
性
に
つ

い
て
引
き
続
き
取
り
組
む
と
の

こ
と
で
あ
る
。

　
町
と
し
て
も
、
住
民
の
生
命

を
守
る
観
点
か
ら
、
一
日
も
早

く
導
入
さ
れ
る
よ
う
町
村
会
で

の
議
論
を
深
め
て
い
き
た
い
。

質
問
　
平
成
　
年
消
防
法
が
改

１６

正
さ
れ
、
す
べ
て
の
住
宅
に
住

宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義

務
付
け
ら
れ
た
。
設
置
個
所
は

寝
室
・
階
段
・
台
所
で
、
新
築

住
宅
は
平
成
　
年
６
月
１
日
か

１８

ら
、
既
存
住
宅
は
平
成
　
年
５

２３

月
　
日
ま
で
に
設
置
し
な
け
れ

３１
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
が
、
既
存

住
宅
の
設
置
状
況
は
ど
う
か
。

　
ま
た
、
最
近
の
ニ
ュ
ー
ス
で
、

政
府
は
景
気
対
策
の
一
環
と
し

て
２
兆
円
規
模
の
「
生
活
支
援

定
額
給
付
金
」（
仮
称
）
を
盛
り

住宅用火災警報器はドライバー
１本で設置ができます

込
む
よ
う
だ
。
こ
の
給
付
金
を

活
用
し
て
、
住
宅
用
火
災
警
報

器
を
設
置
す
る
よ
う
に
町
が
音

頭
を
と
っ
て
は
ど
う
か
。

沼
崎
町
長
　
本
町
の
設
置
率
は
、

消
防
団
や
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
連

合
会
な
ど
の
ご
協
力
を
得
て
、

　
月
１
日
現
在
で
　
・
８
％
と

１２

１５

な
っ
て
い
る
。
生
活
支
援
定
額

給
付
金
に
つ
い
て
は
、
住
民
へ

の
生
活
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、

地
域
の
経
済
対
策
に
資
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
、
広
く
住
民
に

給
付
す
る
と
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
そ
の
使
途
を
町
は
特
定
で

き
な
い
。



岩手県やまだ議会だよりＮｏ． １２３  平成２１年１月１５日発行

漁協合併

概
ね
予
定
通
り
進
ん
で
い
る

合
併
に
向
け
た
各
漁
協
の
取
り
組
み

山崎泰昌議員

観光行政

観
光
船
廃
止
後
は
活
用
策
に
苦
慮

船
越
半
島
の
景
観
を
活
用
す
る
考
え
は

町の考えを聞く

質
問
　
平
成
　
年
度
の
先
行
合

２１

併
を
町
と
し
て
も
人
的
支
援
、

基
金
の
設
立
な
ど
支
援
し
て
い

る
が
、
民
事
再
生
法
の
適
用
が

　
月
に
ず
れ
込
ん
だ
り
、
サ
ケ

１１漁
の
不
振
な
ど
、
当
初
の
予
定

と
は
違
う
現
状
に
な
っ
た
と
思

う
。
各
漁
協
は
、
漁
協
合
併
に

向
け
行
動
し
、
予
定
通
り
進
ん

で
い
る
か
。

沼
崎
町
長
　
各
漁
協
の
組
合
員

へ
の
説
明
に
つ
い
て
は
、
予
定

よ
り
若
干
遅
れ
て
　
月
に
な
る

１２

よ
う
だ
が
、
概
ね
予
定
通
り
進

ん
で
い
る
。
サ
ケ
漁
の
不
振
や

ア
ワ
ビ
単
価
の
下
落
な
ど
、
漁

協
経
営
に
影
響
が
及
ぶ
こ
と
を

心
配
し
て
い
る
が
、
現
在
は
合

併
に
よ
る
事
業
の
効
率
化
を
目

指
し
て
、
合
併
計
画
の
協
議
を

進
め
て
い
る
段
階
で
あ
る
。

質
問
　
民
事
再
生
法
が
ず
れ
込

ん
だ
理
由
は
。

水
産
振
興
主
幹
　
裁
判
所
の
都

合
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

質
問
　
各
漁
協
の
決
算
が
予
定

通
り
と
な
ら
な
か
っ
た
場
合
、

合
併
に
影
響
は
。

水
産
振
興
主
幹
　
決
算
に
か
か

わ
ら
ず
、
漁
協
は
合
併
に
進
む
。

質
問
　
本
町
の
美
し
い
海
や
景

観
を
生
か
す
た
め
に
船
越
半
島

を
活
用
す
る
考
え
は
。

沼
崎
町
長
　
あ
る
旅
行
会
社
の

観
光
地
格
付
け
で
Ａ
ラ
ン
ク
に

評
価
さ
れ
て
い
る
が
、
す
ば
ら

し
い
景
観
の
醍
醐
味
を
探
勝
す

る
に
は
船
上
か
ら
で
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
観
光
船
廃
止
後
は
、

容
易
に
見
ら
れ
な
い
状
況
で
あ

る
。
観
光
船
廃
止
後
、
船
越
半

島
を
活
用
し
な
か
っ
た
訳
で
は

な
く
、
期
間
限
定
や
イ
ベ
ン
ト

と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
を
実
施
し
て

き
た
。
も
っ
と
活
用
し
た
い
と

考
え
て
い
る
が
、
現
時
点
で
は

活
用
策
に
苦
慮
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

質
問
　
町
で
は
、
平
成
　
～
　

２２

２４

年
度
ま
で
に
前
須
賀
タ
ブ
の
木

荘
線
の
整
備
を
行
う
よ
う
だ
が
、

長
林
大
浦
線
が
整
備
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
田
の
浜
地
区
と
小
谷

鳥
地
区
を
結
ぶ
道
路
も
整
備
し
、

船
越
半
島
を
１
周
で
き
る
観
光

道
路
と
し
て
活
用
す
る
発
想
は

な
い
か
。

産
業
振
興
課
長
　
田
の
浜
小
谷

鳥
線
は
、
利
用
者
が
少
な
く
有

効
活
用
で
き
な
か
っ
た
。
観
光

道
路
と
し
て
の
位
置
付
け
に
つ

い
て
は
検
討
課
題
と
し
た
い
。

質
問
　
舗
装
し
て
い
な
い
道
路

を
観
光
客
は
通
ら
な
い
。
検
討

す
る
余
地
が
あ
る
の
で
は
。

沼
崎
町
長
　
全
線
の
舗
装
は
、

現
状
の
財
政
で
は
不
可
能
で
あ

る
。
今
後
も
必
要
最
低
限
の
補

修
で
対
応
し
た
い
。

四十八坂から見た船越半島とタブの大島

（６）
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全
町
普
及
に
向
け
引
き
続
き
要
望

光
通
信
網
の
整
備
状
況

情報化推進

豊間根信議員

難
視
聴
対
策 ２１年度開局に合わせ受信調査

地上デジタル難視聴対策の状況

質
問
　
安
定
し
た
高
速
通
信
網

の
整
備
は
、
必
要
不
可
欠
で
あ

る
と
思
う
。
全
国
的
に
整
備
が

進
ん
で
い
る
よ
う
で
あ
り
、
同

じ
下
閉
伊
郡
の
川
井
村
も
全
村

光
通
信
網
が
整
備
さ
れ
る
と
聞

く
。
本
町
に
お
い
て
は
、
昨
年

以
後
進
展
は
あ
っ
た
か
。
あ
ら

ゆ
る
産
業
、
そ
し
て
住
民
生
活

に
も
、
光
通
信
網
の
整
備
が
重

要
で
あ
り
求
め
ら
れ
て
い
る
と

思
う
が
、
そ
の
見
解
は
。

沼
崎
町
長
　
山
田
、
大
沢
、
織

笠
以
外
に
つ
い
て
は
、
あ
る
程

度
ユ
ー
ザ
ー
を
獲
得
で
き
な
け

れ
ば
、
エ
リ
ア
拡
大
は
で
き
な

い
と
N
T
T
東
日
本
電
信
電
話

株
式
会
社
か
ら
言
わ
れ
て
い
る
。

全
町
へ
普
及
す
る
必
要
性
は
、

十
分
認
識
し
て
い
る
。

質
問
　
具
体
的
要
望
活
動
は
。

沼
崎
町
長
　
町
と
し
て
は
、
普

及
率
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
広

報
な
ど
で
周
知
し
て
い
る
。
Ｎ

Ｔ
Ｔ
東
日
本
で
は
、
現
在
、
　１０

%
ぐ
ら
い
の
普
及
率
を
　
%
ま

２０

で
上
げ
る
活
動
を
積
極
的
に

行
っ
て
い
る
。
今
後
も
、
全
町

で
利
用
で
き
る
よ
う
引
き
続
き

要
望
活
動
を
行
っ
て
い
く
。

質
問
　
刻
々
と
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ

ビ
放
送
の
終
了
が
近
づ
い
て
い

る
。
宮
古
市
は
開
局
し
、
本
町

は
　
年
度
の
予
定
だ
が
、
難
視

２１
聴
地
域
の
把
握
は
。

沼
崎
町
長
　
現
在
の
ア
ナ
ロ
グ

難
視
聴
地
域
の
共
同
受
信
施
設

に
つ
い
て
は
ほ
ぼ
把
握
し
て
い

る
が
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
り
さ

ら
に
増
え
る
可
能
性
も
あ
る
と

考
え
る
。

質
問
　
難
視
聴
対
策
に
つ
い
て

の
方
法
お
よ
び
補
助
内
容
な
ど

を
周
知
し
て
い
る
か
。

沼
崎
町
長
　
共
同
受
信
施
設
の

改
修
方
法
と
補
助
金
の
支
援
策

を
周
知
す
る
た
め
、
東
北
総
合

通
信
局
の
職
員
を
招
き
、　

月
１０

　
日
に
説
明
会
を
開
催
し
た
。

１５質
問
　
関
谷
・
関
口
・
豊
間
根

の
サ
テ
ラ
イ
ト
局
は
、
今
ま
で

通
り
の
視
聴
が
で
き
る
か
。

沼
崎
町
長
　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
み
が
開

局
予
定
で
、
各
民
放
は
自
力
建

設
困
難
お
よ
び
非
該
当
と
な
っ

て
い
る
。
こ
の
ま
ま
で
は
N
H

K
以
外
受
信
で
き
な
い
状
況
と

な
る
の
で
、
県
を
通
じ
要
望
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

質
問
　
補
助
金
の
申
し
込
み
受

け
付
け
は
ど
の
よ
う
な
形
で
進

ん
で
い
る
か
。
今
後
、
申
し
込

み
の
増
加
も
予
想
さ
れ
る
が
、

予
算
措
置
は
大
丈
夫
か
。

沼
崎
町
長
　
　
、　

年
度
と
順

２１

２２

次
補
助
の
受
付
を
し
て
い
く
。

議員６人が一般質問

光通信網の整備が早急に行
われることが望まれます
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教育行政

暴
力
行
為
は
な
し
・
い
じ
め
は
５
件

小
中
学
校
に
暴
力
行
為
や
い
じ
め
は

阿部幸一議員

産業振興

登
録
さ
れ
る
人
材
に
注
目
し
た
い

地
域
支
援
希
望
フ
ァ
ン
ド
の
活
用

町の考えを聞く

質
問
　
全
国
の
小
中
高
校
が
、

平
成
　
年
度
に
確
認
し
た
子
ど

１９

も
の
暴
力
行
為
が
５
万
２
千
件

を
超
え
、
過
去
最
多
と
な
っ
た

と
い
う
文
部
科
学
省
の
調
査
結

果
が
出
さ
れ
た
。
い
じ
め
も
前

年
度
に
比
べ
減
っ
た
も
の
の
　１０

万
件
に
の
ぼ
っ
た
よ
う
だ
。
本

町
の
小
中
学
校
で
、
暴
力
行
為

や
い
じ
め
が
あ
っ
た
か
。

岩
船
教
育
長
　
平
成
　
年
度
問

１９

題
行
動
等
調
査
集
計
結
果
で
は
、

小
中
学
校
と
も
に
暴
力
行
為
は

な
く
、
い
じ
め
を
認
知
し
た
件

数
は
、
小
学
校
４
校
で
５
件
、

中
学
校
は
な
か
っ
た
。

質
問
　
暴
力
行
為
や
い
じ
め
の

問
題
に
対
す
る
教
育
長
の
考
え

方
・
理
念
は
。

岩
船
教
育
長
　
大
き
な
問
題
で

あ
り
、
本
町
で
も
気
を
つ
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

　
児
童
生
徒
の
小
さ
な
信
号
を

見
落
と
す
こ
と
な
く
、
き
め
細

か
い
指
導
が
で
き
る
よ
う
に
、

学
校
、
教
育
委
員
会
が
連
携
し

な
が
ら
、
教
職
員
に
は
、
朝
の

健
康
観
察
、
出
欠
状
況
、
授
業

の
合
間
な
ど
で
、
子
ど
も
た
ち

の
動
き
に
目
配
り
、
気
配
り
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
。

さ
ら
に
保
護
者
か
ら
の
相
談
窓

口
を
密
に
し
、
担
任
ま
か
せ
に

す
る
の
で
は
な
く
、
校
長
を
先

頭
に
し
た
組
織
と
し
て
指
導
に

当
た
る
よ
う
に
し
た
い
。

質
問
　
県
と
い
わ
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ

ン
タ
ー
は
、
地
域
活
性
化
の
取

り
組
み
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
、

専
門
的
な
知
識
を
持
つ
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
を
派
遣
す
る
「
地
域
支

援
希
望
フ
ァ
ン
ド
（
人
材
版
）」

を
始
め
た
よ
う
だ
が
、
こ
の
制

度
を
活
用
し
、
本
町
の
産
業
振

興
活
性
化
に
生
か
し
て
は
。

沼
崎
町
長
　
地
域
支
援
希
望

フ
ァ
ン
ド
は
、「
い
わ
て
希
望

フ
ァ
ン
ド
」
の
人
材
版
と
し
て

９
月
　
日
か
ら
実
施
さ
れ
、　

２９

２０

人
の
方
が
登
録
さ
れ
て
い
る
よ

う
で
あ
る
。
本
町
に
も
、
人
材

バ
ン
ク
的
な
仕
組
み
は
各
分
野

に
存
在
し
、「
食
の
匠
制
度
」「
農

林
漁
業
指
導
士
制
度
」「
地
域
お

こ
し
マ
イ
ス
タ
ー
制
度
」
な
ど

事
業
の
取
り
組
み
内
容
に
合
わ

せ
有
効
な
活
用
を
図
り
、
さ
ら

に
は
、
必
要
に
応
じ
て
研
究
機

関
な
ど
専
門
家
の
ア
ド
バ
イ
ス

も
受
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
「
い
わ
て
希
望

フ
ァ
ン
ド
（
人
材
版
）
」
は
、
新

た
な
ニ
ー
ズ
に
向
け
た
趣
旨
も

あ
り
、
今
後
、
登
録
さ
れ
る
人

材
に
注
目
し
な
が
ら
、
産
業
振

興
の
業
務
に
積
極
的
に
活
用
し

て
い
き
た
い
。

昨年のカキまつりの様子（カキむき体験）
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何
事
も「
一
を
大
切
に
」す
る
こ
と

い
ち

「
新
教
育
長
」の
教
育
理
念

教育行政

佐藤照彦議員

地
域
医
療 １９年度以降70％下回る

県立山田病院の病床利用率

質
問
　
教
育
行
政
を
問
う
。

①
教
育
長
の
教
育
理
念
は
。

②
教
育
長
就
任
に
当
た
っ
て
の

所
信
は
。

③
教
育
長
の
目
指
す
学
校
像
、

教
師
像
、
生
徒
像
は
。

岩
船
教
育
長
　

①
「
一
を
大
切
に
」
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
子
ど
も
、
父
母

や
地
域
の
方
々
が
い
て
学
校

や
教
育
施
設
が
あ
り
、
そ
の

お
か
げ
で
自
分
た
ち
の
仕
事

が
存
在
す
る
の
だ
と
思
う
。

②
学
校
長
を
通
し
て
、
学
校
・

家
庭
・
地
域
社
会
が
連
携
し
、

子
ど
も
た
ち
の
「
早
寝
・
早

起
き
・
朝
ご
は
ん
」
の
励
行

に
取
り
組
む
。
次
に
、
授
業

力
・
指
導
力
の
向
上
を
図
り
、

よ
り
一
層
子
ど
も
に
気
配
り

で
き
る
教
職
員
を
育
て
、
子

ど
も
た
ち
に
生
き
る
力
を
つ

け
さ
せ
た
い
。

③
学
校
像
は
、
子
ど
も
が
明
る

く
元
気
に
生
活
や
学
習
が
で

き
、
教
職
員
が
や
る
気
を
持

ち
、
地
域
と
と
も
に
歩
む
学

校
を
目
指
し
た
い
。
教
師
像

は
、
子
ど
も
と
遊
び
、
心
の

ひ
だ
に
気
配
り
で
き
、
常
に

学
び
つ
つ
あ
る
教
師
な
ど
で

あ
る
。
生
徒
像
は
、
個
性
と

と
も
に
社
会
性
を
身
に
つ
け
、

自
分
な
り
の
色
で
輝
け
る
子

ど
も
で
あ
る
。

質
問
　
県
立
山
田
病
院
の
対
策

に
つ
い
て
問
う
。

①
県
は
、
病
床
利
用
率
が
お
お

む
ね
過
去
３
年
連
続
で
　
％
７０

未
満
の
空
き
病
床
の
多
い
病

院
に
病
床
規
模
の
見
直
し
を

促
し
た
。
山
田
病
院
の
病
床

利
用
率
と
今
後
の
取
り
組
み

は
。
ま
た
、
町
は
ど
う
対
応

す
る
考
え
か
。

②
宮
古
医
師
会
は
、
県
立
宮
古

病
院
の
日
曜
日
の
救
急
外
来

に
応
援
医
師
を
派
遣
す
る
こ

と
を
決
め
た
。
山
田
病
院
に

も
協
力
を
得
ら
れ
る
よ
う
努

力
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

沼
崎
町
長
　

①
山
田
病
院
の
病
床
利
用
率
は
、

平
成
　
年
度
は
　
・
５
％
、

１７

８０

　
年
度
は
　
・
８
％
、　

年

１８

７０

１９

度
は
　
・
２
％
、　

年
度
も

６９

２０

　
％
を
下
回
る
状
況
に
あ
る
。

７０山
田
病
院
で
は
、
岩
手
医
大
、

宮
古
病
院
か
ら
応
援
を
得
て
、

常
勤
医
師
３
名
体
制
で
病
床

利
用
率
向
上
を
目
指
し
て
い

る
が
、
基
本
的
に
は
、
医
師

確
保
が
最
大
の
課
題
で
あ
る

と
考
え
る
。

　
町
と
し
て
は
、
地
元
出
身

の
医
師
に
関
す
る
情
報
を
収

集
し
、
山
田
病
院
に
情
報
提

供
す
る
な
ど
、
医
師
確
保
に

取
り
組
む
。

②
宮
古
医
師
会
に
は
、
山
田
病

院
に
も
医
師
派
遣
で
き
な
い

か
協
議
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

議員６人が一般質問

教育理念・所信などを述べる
岩船敏行教育長
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議
会
に
は
、
総
務
、
教
育
民
生
、
産
業
建
設
の
３
常
任
委
員

会
が
あ
り
、
毎
年
町
の
事
務
・
調
査
（
所
管
事
務
調
査
）
を
実

施
し
提
言
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
ど
平
成
　
年
の
調

２０

査
が
終
了
し
ま
し
た
の
で
、
こ
こ
で
は
先
進
地
に
出
向
い
て
の

町
外
調
査
の
概
要
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

平
成
　
年
の
所
管
事
務
調
査
が
終
了

２０

う　

ご

　
総
務
常
任
委
員
会
（
道
又
秀

悦
委
員
長
ほ
か
３
人
）、
教
育

民
生
常
任
委
員
会
（
木
下
志
き

子
委
員
長
ほ
か
４
人
）、
産
業

建
設
常
任
委
員
会
（
三
ヶ
尻
隆

雄
副
委
員
長
ほ
か
４
人
）
は
、

　
月
　
日
と
　
日
に
秋
田
県
羽

１１

１３

１４

後
町
を
訪
ね
、
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　
羽
後
町
は
、
人
口
１
万
８
千

人
、
一
般
会
計
の
予
算
規
模
は

お
よ
そ
　
億
円
、
総
面
積
２
３

６９

０
・
　
　
の
う
ち
森
林
　
％
、

７５
k㎡

６６

農
用
地
　
％
で
豊
か
な
穀
倉
地

２０

帯
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　「
人
が
輝
き
、
人
が
活
き
る

ま
ち
づ
く
り
」
を
目
標
に
、
教

育
、
文
化
、
福
祉
、
医
療
、
生

活
環
境
、
産
業
な
ど
の
充
実
に

努
め
て
い
ま
す
。　

総　　務　
総
務
常
任
委
員
会
は
「
行
政

改
革
の
推
進
」
と
「
健
全
な
財

政
運
営
」
に
つ
い
て
調
査
を
行

い
ま
し
た
。

「
行
政
改
革
の
推
進
」に
つ
い
て

　
羽
後
町
は
、
町
内
６
地
域
に

あ
っ
た
支
所
を
廃
止
し
、
各
種

証
明
書
の
交
付
や
税
金
な
ど
の

収
納
業
務
に
つ
い
て
は
、
郵
便

局
へ
委
託
し
て
い
る
と
の
こ
と

で
し
た
。

　
ま
た
、
支
所
廃
止
に
伴
い
、

使
用
し
な
く
な
っ
た
建
物
に
つ

い
て
は
、
地
区
公
民
館
と
し
て

活
用
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　
小
学
校
の
統
廃
合
に
つ
い
て

は
、
９
校
を
６
校
に
統
合
、
保

育
所
は
、
６
施
設
す
べ
て
を
民

営
化
し
て
い
ま
す
が
、
統
廃
合

に
か
か
わ
る
地
域
住
民
と
の
話

し
合
い
は
、
時
間
を
か
け
て
協

議
、
説
明
を
し
て
実
現
し
た
と

の
こ
と
で
す
。

　
自
立
を
決
断
し
た
こ
と
で
、

積
極
的
に
行
政
改
革
の
推
進
に

取
り
組
ん
で
い
く
姿
勢
は
す
ば

ら
し
い
と
感
じ
る
一
方
で
、
地

域
の
中
核
と
な
る
施
設
の
廃
止

や
統
廃
合
を
す
る
こ
と
は
、
住

民
の
理
解
が
な
け
れ
ば
実
現
し

な
い
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま

教育民生 し
た
。

「
健
全
な
財
政
運
営
」に
つ
い
て

　
本
町
と
羽
後
町
を
平
成
　
年
１８

度
の
一
般
会
計
の
決
算
で
比
較

す
る
と
、
財
政
力
指
数
が
山
田

町
０
・
　

に
対
し
、
羽
後
町
は

２８

０
・
　
。
地
方
債
残
高
は
１
０

２７

１
億
６
８
４
９
万
円
に
対
し
、

　
億
８
５
８
２
万
円
。
公
営
企

８２業
な
ど
へ
の
繰
出
合
計
は
８
億

２
９
８
７
万
円
に
対
し
、　

億
１０

５
６
８
万
円
で
、
町
立
羽
後
病

院
に
２
億
円
の
繰
出
し
が
含
ま

れ
て
い
ま
す
。
本
町
と
の
大
き

な
違
い
は
、
山
間
部
で
あ
り
冬

期
間
の
積
雪
に
よ
る
除
雪
費
が

年
間
約
１
億
５
千
万
円
ほ
ど
あ

り
、
雪
国
な
ら
で
は
の
苦
労
で

あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
自
立
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
す
る
た
め
、
行
政
改
革
大
綱

を
推
進
し
、
健
全
な
財
政
運
営

を
し
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

介
護
保
険
の
現
状
と
課
題
を
調
査

自
立
（律
）
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
調
査

福祉複合施設の高瀬ケアセンター（秋田県羽後町）

　
教
育
民
生
常
任
委
員
会
は
、

「
介
護
保
険
の
現
状
と
課
題
」を

テ
ー
マ
に
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
羽
後
町
は
、　

歳
以
上
の
高

６５

齢
者
が
５
５
８
４
人
で
、
高
齢

化
率
約
　
％
。
今
後
さ
ら
に
高

３１

齢
化
が
進
む
も
の
と
推
測
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
今
回
視
察
し
た
高
瀬
ケ
ア
セ

ン
タ
ー
は
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
、
短
期
入
所
生
活
介
護
、

通
所
介
護
、
認
知
症
対
応
型
共

同
生
活
介
護
（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
）、
居
宅
介
護
支
援
、
生
活
支

援
ハ
ウ
ス
（
　
歳
以
上
の
一
人

６０

暮
ら
し
世
帯
、　

歳
以
上
の
夫

６０

婦
の
み
の
世
帯
で
高
齢
な
ど
の

た
め
自
宅
で
生
活
す
る
こ
と
に

不
安
の
あ
る
方
が
利
用
で
き
る

も
の
）
の
各
事
業
を
行
う
ほ
か
、

給
食
サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、

地
域
交
流
ス
ペ
ー
ス
、
町
立
羽

後
病
院
の
自
動
受
付
機
を
備
え

る
多
機
能
な
福
祉
複
合
施
設
で

す
。
地
域
交
流
ス
ペ
ー
ス
と
病

院
の
自
動
受
付
機
は
、
入
所
者

以
外
の
地
域
の
方
た
ち
に
も
広

く
利
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
し
た
。

　
人
口
、
予
算
規
模
は
本
町
と

常任委員会リポート
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調査を基に町に要望

　
産
業
建
設
常
任
委
員
会
は
、

「
畜
産
振
興
」
と「
農
林
業
振
興
」

「
企
業
誘
致
対
策
」を
テ
ー
マ
に

調
査
し
ま
し
た
。

「
畜
産
振
興
と
 堆
  肥
 セ
ン
タ
ー

た
い
 
ひ

の
現
状
と
課
題
」
に
つ
い
て

　
羽
後
町
は
、
西
部
が
放
牧
に

適
し
た
高
原
地
帯
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
肉
用
牛
・
酪
農
・
養
豚

指
定
管
理
委
託
料
だ
け
で
は
運

営
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
町
の

補
助
金
な
ど
で
ま
か
な
っ
て
い

る
と
の
こ
と
で
す
。

　
町
長
は
「
羽
後
町
で
も
畜
産

は
厳
し
い
面
も
あ
る
が
、
現
状

で
残
っ
て
い
る
の
は
意
欲
が
あ

る
方
と
考
え
、
肥
育
頭
数
を
増

や
す
方
向
で
経
営
を
考
え
、
支

援
し
て
い
き
た
い
」
と
の
こ
と

で
し
た
。

　
本
町
と
比
較
す
る
と
羽
後
町

は
、
水
産
業
が
な
い
こ
と
か
ら

多
少
状
況
が
異
な
り
ま
す
が
、

畜
産
農
家
の
経
営
安
定
化
策
や

補
助
制
度
の
充
実
、
肉
用
牛
の

ブ
ラ
ン
ド
化
、
堆
肥
セ
ン
タ
ー

設
備
の
老
朽
化
へ
の
対
処
の
方

法
な
ど
、
参
考
と
す
べ
き
点
が

多
く
あ
り
ま
し
た
。

な
ど
幅
広
く
畜
産
業
が
営
ま
れ

て
い
ま
す
。
特
に
黒
毛
和
牛
は
、

平
成
３
年
に
羽
後
牛
と
し
て
ブ

ラ
ン
ド
化
す
る
な
ど
、
畜
産
業

が
盛
ん
な
町
で
あ
り
、
本
町
と

類
似
し
て
い
る
町
で
す
。

　
堆
肥
セ
ン
タ
ー
は
、
指
定
管

理
者
制
度
を
適
用
し
、
運
営
費

は
堆
肥
販
売
（
　
％
）
の
他
に

４２

「
農
林
業
の
振
興
と
活
性
化
に

向
け
た
取
り
組
み
」
に
つ
い
て

　
東
部
に
雄
物
川
の
扇
状
地
が

広
が
り
、
稲
作
に
適
し
た
地
形

で
「
あ
き
た
こ
ま
ち
」
の
作
付

け
が
盛
ん
で
あ
る
。
　

年
度
の

１９

予
算
で
農
林
水
産
業
費
に
８
・

８
％
を
配
分
す
る
な
ど
、
第
一

次
産
業
に
対
す
る
事
業
が
多
い

と
感
じ
ま
し
た
。
本
町
も
、
積

極
的
に
予
算
配
分
し
、
裏
付
け

の
あ
る
産
業
振
興
を
進
め
る
べ

き
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

「
企
業
誘
致
に
係
る
町
の
取
り

組
み
状
況
と
支
援
策
」
に
つ
い

て　
県
の
東
京
事
務
所
に
職
員
を

派
遣
し
、
２
年
間
企
業
訪
問
を

行
っ
た
が
成
果
は
得
ら
れ
な

か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
面
白
い

産業建設

畜
産
振
興
の
現
状
と
課
題
な
ど
を
調
査

　各常任委員会では、平成20年に行った所

管事務調査の結果を基にそれぞれ町政への

要望事項をまとめ１２月11日、町長へ提出し

ました。主なものを抜粋して紹介します。

■総務常任委員会

①平成１７年度策定の行政改革大綱に沿い、改

革事項が計画どおり実施されるよう、なお

一層努力すること。

②歳入の確保、歳出削減に努力していること

は評価できる。今後とも、地方交付税の交

付額などの動向に注視し、健全な財政運営

に努めること。

③町税などの収納率向上に対する努力が成果

として表れ、大いに評価できる。今後とも

収納率向上に一層努めること。

④住宅用火災警報器が設置された場合は、設

置されない場合の火災に比べ死者数が大幅

に減少している。町内の設置普及率はまだ

低いので、今後とも普及率向上に努めるこ

と。

■教育民生常任委員会

①第４期山田町介護保険事業計画の策定に当

たっては、施設入所待機者に対応すべく、

グループホームや小規模多機能型居宅介護

施設など充実したものにし、保険料は最小

限に抑えるよう努めること。

②地域医療を守るために県立山田病院医師の

負担を減らすことが求められている。医療

機関の役割に応じた適切な受診について、

意識の啓発に努めること。

③地球温暖化対策のため、企業や住民がどの

ように取り組むかを具体的に環境基本計画

の中に盛り込むよう検討すること。

④山田高校を存続させるためには、中学校は

もとよりその保護者に魅力を理解してもら

うことが必要である。生徒たちの頑張りが

町民に伝わるような事業の実施に努めるこ

と。

■産業建設常任委員会

①柳沢北浜地区土地区画整理事業の北浜地区

４５号への取り付け道路を早期に実施するよ

う努めること。

②町道の維持補修費を増額し、危険個所の早

期補修と、計画的な維持補修に努めること。

③畜産農家、堆肥センターや大沢漁協の廃棄

物堆肥化処理施設の経営を安定させるため

の対策を講じられるよう、努力すること。

④通年型観光への取り組みを実施するととも

に、山田の特産品を販売する施設の整備に

努めること。

　　また、ゴールデンウィーク中のイベント

を検討すること。

取
り
組
み
と
し
て
は
、
積
雪
対

策
と
し
て
中
小
企
業
に
１
社
５

万
円
の
補
助
金
交
付
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
し
た
。

　
可
能
性
は
少
な
く
て
も
、
積

極
的
に
企
業
誘
致
の
働
き
か
け

を
し
て
い
る
点
は
、
見
習
う
べ

き
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

さ
ら
に
地
域
住
民
が
連
携
を

図
っ
て
い
る
点
は
、
福
祉
の
理

想
で
あ
り
、
わ
が
町
の
今
後
の

方
向
性
を
見
出
す
こ
と
の
で
き

た
研
修
で
し
た
。

同
程
度
で
あ
り
な
が
ら
、
病
院

や
福
祉
施
設
を
運
営
す
る
な
ど
、

福
祉
の
充
実
し
た
町
で
あ
る
と

感
じ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
医
療
機
関
と
施
設
、

羽
後
町
の
堆
肥
セ
ン
タ
ー
で
生
産
さ

れ
て
い
る
「
羽
後
ユ
ー
キ
」
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―
山
田
の
未
来
に
望
む
こ
と
は

　
山
田
の
誇
れ
る
海
の
幸
・
山
の

幸
を
全
国
に
発
信
し
、
た
く
さ
ん

の
人
に
訪
れ
て
ほ
し
い
で
す
。
観

光
客
が
増
え
る
と
町
全
体
が
活
気

に
満
ち
、
若
い
人
た
ち
の
職
場
も

確
保
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
も
っ

と
山
田
が
元
気
に
な
る
よ
う
自
分

た
ち
も
頑
張
り
ま
す
…
押
忍

―
目
標
（
夢
）
は

　
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
で
す
。

　
去
年
は
悔
し
い
思
い
を
し
た
の

で
、
そ
の
悔
し
さ
を
バ
ネ
に
、
人

主　将

横田 浩  孝 さん
ひろ たか

４
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校
空
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議
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編
　
集
／
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

「
や
ま
だ
議
会
だ
よ
り
」
は
環
境
に
優
し
い
再
生
紙
と

大
豆
油
イ
ン
キ（
植
物
油
）
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

（１２）

▼
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
昨
年
は
、
原
油
の
高
騰
そ
し
て
暴

落
、
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
か
ら
の

「
ア
メ
リ
カ
発
」金
融
破
綻
と
世
界
同
時

不
況
、
国
内
で
も
非
正
規
社
員
の
解
雇

を
は
じ
め
と
す
る
雇
用
不
安
な
ど
、
平

成
　
年
は
大
変
な
年
で
あ
り
ま
し
た
▼

２０
海
で
は
、
ア
ワ
ビ
単
価
が
前
年
の
半
値

近
く
に
な
り
、
し
か
も
サ
ケ
漁
に
あ
っ

て
は
、
織
笠
川
の
遡
上
は
前
年
の
　
％
２０

位
と
山
田
湾
の
サ
ケ
不
漁
は
県
内
で
も

際
立
っ
て
い
ま
し
た
▼
平
成
　
年
、
本

２１

年
は
 丑
 年
で
す
。
日
本
の
景
気
も
山
田

う
し

町
の
産
業
界
も
、
牛
の
ご
と
く
力
強
く

一
歩
一
歩
前
進
し
た
い
も
の
で
す
▼
第

４
回
定
例
会
は
、
議
員
６
人
の
一
般
質

問
で
、
初
日
に
は
山
田
町
婦
人
団
体
協

議
会
の
方
々
が
傍
聴
す
る
中
、
活
発
な

質
疑
応
答
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

皆
さ
ん
も
よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
、
一
度
議
会
を
傍
聴
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
　
　
　
　
 　
　
　（
生
駒
）

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

議
　
　
長
　
　
昆
　
　
　
暉
　
雄

委
 員
  長
　
　
生
　
駒
　
利
　
治

副
委
員
長
　
　
黒
　
沢
　
一
　
成

委
　
　
員
　
　
小
　
林
　
　
　
隆

　

〃
　

　
　
豊
間
根
　
　
　
信

　

〃
　

　
　
稲
　
川
　
勝
　
憲

　

〃
　

　
　
山
　
崎
　
泰
　
昌

議会ア・ラ・カ・ル・ト
怪 悔回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回 怪回回回回

あ

と

が

き

数
は
少
な
い
で
す
が
、
日
々
の
努
力
と
日

ご
ろ
の
練
習
を
怠
ら
ず
、
み
ん
な
の
パ

ワ
ー
と
最
高
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
を
目
指
し
ま
す
。

　
道
を
切
り
開
く
た
め
に
必
要
な
も
の
…
。

　
そ
れ
は
「
自
信
と
勇
気
」
だ
と
思
い
ま
す
。

　
で
も
、
や
っ
ぱ
り
皆
さ
ん
の
応
援
が
一

番
の
「
チ
・
カ
・
ラ
」
に
な
り
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
…
押
忍

―
山
田
の
好
き
な
と
こ
ろ
は

　
青
い
海
と
緑
の
山
、
お
い
し
い
魚
貝
類
、

で
も
、
何
と
言
っ
て
も
一
番
好
き
な
の
は

「
秋
祭
り
」で
す
。
山
田
全
体
が
ひ
と
つ
に

な
り
、
老
い
も
若
き
も
一
緒
に
な
っ
て
盛

り
上
げ
る
「
ま
つ
り
」
は
、
ど
こ
に
も
負

け
て
い
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
山
田
が
大
好
き
だ
ー
 
…
押
忍

!!

目指せイン
ターハイ！

山田高校空
手道部
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